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長野県議会議員 上伊那選挙区選出 2期目

県議会報告

　日頃から清水まさやすの活動に対し、ご支援・ご

協力を賜り心から感謝申し上げます!

　今号は、2月定例会（2月14日〜3月13日）など、

　5年度からスタートした「しあわせ信州創造プラン3.0」(県の5か年総合計画)の本格展開を図るための予

算となっており、人口減少への対策(緩和・適応)を進め、未来へ挑戦していくための具体策の予算を計上し

ています。

上記Contents（目次）の内容を報告します。最終

原稿が4月15日なので、機を逸した内容もあるかも

しれませんがご容赦頂き、最新情報は県のホーム

ページなどでご確認ください!

https://www.pref.nagano.lg.jp/

index.html

【価格転嫁と賃上げを】賃上げは進んでいると言われ

ますが、物価上昇分を超えられない状況が続いてい

ます（地域の中小企業の経営者は頑張っています

が、最大手からの価格転嫁が不十分であると感じま

す）。政府（公正取引委員会）も下請法違反の指導や

勧告を増やし、下請法の運用基準の見直し案（燃料

などのコストが上がっているのに取引価格を据え置

けば「買いたたき」として法令違反になりうる）を示

しました。が、この地域の事業所にはまだまだ波及

しきれていないのが現状です。県でも、中小企業者

向け価格転嫁支援（相談、融資制度、販路開拓支

新時代創造プロジェクト

人口減少への対策（緩和・適応）を進め、未来へ挑

戦していくため、社会経済システムの転換や施策の

新展開・加速化等に取り組む8つの新時代創造プ

ロジェクトについて、施策を具体化し実行する。

援、、、など）をしていますので、お気軽に

お問い合わせください。

【政治を諦めないで!】最近は、いわゆる

裏金の話やそのやり取りなども含め「政治が、政治

家が、きちんと機能していない!」と政治を諦めてい

る方も多いと感じます。選挙を行えば投票率が下が

る一方という状況です。（3月の宮田村議会議員選挙

は少し上がりましたが）。しかし、皆さまが納めた税

金を使って未来をつくるのが政治であります。未来

がより良くなっているために、是非、関心を持ってい

て欲しい!!諦めないで欲しい!と強くお願いします。

　自分自身も、少しでも政治を、県政を身近に感じ

て頂けるように、街頭県政報告やミニ集会、議会だ

より配布、ブログ更新、などを続けていきます!

ご挨拶

●県議会 2月定例会について

　　　　　　　週に2回（伊北で1回、伊南で1回

どこかで）、街頭県政報告を

行っています(議会中や荒天な

どは 中止)。多くの皆さんにご

声援頂き感謝申し上げます!

 （気が付かないこともあります

が、お許しください!<(_ _)>）

街頭県政報告

令和6年度の当初予算(一般会計)

令和6年度当初予算における主要施策

は、令和2年度以来の1兆を下回る9991億1254万7千円(前年度△464億9279万9千円)で原案通り可決しました。

11月定例会の補正予算（国補正対応

分含む）591.4億円を含め

合計1兆582.2億円が令和6年度に

使われる予定です。（今現在）

地震防災対策の抜本的強化

元日に発生した能登半島地震も踏まえ、本県にお

いて起こり得る大規模地震から県民の生命・財産

を守るため、防災対策の強化に速やかに取組む。

組織風土改革「かえるプロジェクト」の推進

 「県民のために真に役立つ組織、職員が明るく楽し

く前向きに仕事ができる県組織」を目指して、プロ

ジェクトの検討結果を踏まえた取組を実施する。

森林環境譲与税を活用した取組

令和6年度から新たに課税開始となる森林環境

税を有効に活用し、将来にわたり持続的に森林整

備を進めるため、市町村の体制整備の支援、林業

の中核的な担い手の育成・確保、県産材の流通体

制の整備等の取組の一層の充実・拡大を図る。

沖縄県との交流連携

沖縄県との交流拡大や県産品の販路拡大等を図

るため、チャーター便の運航促進や官民一体の

トップセールス、沖縄県内における長野県産フェ

アの開催、沖縄県からの誘客促進等に取り組む。

その他、、、として

持続可能で安定した暮らしを守る、想像的で強靭

な産業の発展を支援する、快適でゆとりのある社

会生活を創造する、誰にでも居場所と出番がある

社会をつくる、誰もが主体的に学ぶことができる

環境をつくる、物価高騰等への継続対応、、など。

　また、令和6年度当初予算を基礎として、令和10年

までの中期的な県財政の状況を試算すると

となり、令和10年度には基金（貯金）の残高が大き

く減少する予測です。「大丈夫か!?」と思うところで

すが、近年は経費削減などの努力によって、当初予

算より圧縮された決算となり、基金残高は500億円

前後を確保しています。

　また、県債残高（借金）は下記の通り高止まりと

なっており、今後、防災・減災対策や県立高校の再編

整備費などによって増加する可能性もあります。県

としては、投資的経費の重点化、事業の平準化、交

付金措置のない県債の発行抑制などに取組む、、、

としています。（将来負担比率は150以上あります

が、47都道府県では負担が少ないほうから20位以

内を維持しています）

令和6年度
当初予算の

概要
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●県議会2月定例会について

［議案］●6年度当初予算（表面参照）

　　　　●一般会計補正予算  △298億9168万2千円

　　　　  【令和5年度総額:1兆1063億 324万2千円】

　　　　●予算案12件●条例案新設3件、改正28件、廃止1件

　　　　●事件案30件●専決処分報告は10件 等

　　　　→→それぞれ原案通り可決

3/13の本会議にて次の正副議

長、所属委員会などが決定。

清水は 
・環境文教委員会 

に所属
　　　 ・決算特別委員会

両委員会とも3回目(決算等別委

員会は委員長予定です)

〇会期日程など （土日祝除く）

2月 8、9、13日 : 団総会、予算・条例案勉強会等

2月 14日 : 本会議開会

2月 20、21日 : 代表質問

2月 22〜29日 : 一般質問

3月 4日〜8日 : 委員会 (総企警委員会は 11日も )

3月 12、13日 : 本会議閉会

【回答：小山県警本部長】暴力団の対立抗争の中で勢力拡大を背景と

して本件(令和2年9月28日16時50分消防から「男性が脇腹を撃た

れた」の通報)が発生したと認識している。同年10月5日に被疑者を

指名手配。その後、被疑者の逃走を手助けした犯人隠避被疑者4名

を逮捕。令和6年1月下旬、フリーダイヤルに寄せられた被疑者に関

する情報に基づき、2月1日午前4時29分、被疑者を通常逮捕した。

逮捕までに従事した捜査員は延べ約39,000人、フリーダイヤルに

寄せられた情報は約50件。犯人逮捕後は、組織的な背景を含む事

件の全容解明のため捜査を進めている。

要望.事件発生後、自治体への連絡、周囲への注意喚起が遅れたと

認識している。また、懸命に捜査をして頂いたとは思うが、逮捕まで

時間がかかったということも事実である。住民の不安解消の為、今

後に活かして欲しい。

【質問】逮捕に至った経緯とその後の捜査状況は?

●一般質問（全体の34番目、29日の午後登壇）※抜粋

■1. 宮田村で起きた銃撃事件について

【回答：阿部知事】一定の制限は必要だが、時短勤務制度の

ような既存制度の積極的な活用に加えて、勤務時間制度の

柔軟化、フレックスタイム、新たな休暇制度の導入など、人

材確保の観点も含めて柔軟な働き方を実現していかなけれ

ばいけない。選ばれる県組織をつくっていく観点からも、

具体化に向けた取組を進める。

【質問】部活動の地域移行では、指導者の確保が課題。多くが就労者である現役

世代も指導ができるように、柔軟な働き方が必要。県職員がロールモデルとして

多様な働き方を示すことができないか?

■3. 部活動の地域移行や担い手不足対策について

【回答：諏訪環境部長】県内の豊富な森林資源を有効活用するこ

とは、地域の脱炭素化のみならず、循環型社会の形成や地域内

経済循環の構築に寄与する。また、木質バイオマスの需要拡大

などにより、適切な森林管理が促されることで、森林のもつ二

酸化炭素の吸収能力が高まることにも大いに期待している。

【質問】環境部が木質バイオマス発電に期待することは?

【回答：須藤林務部長】環境負荷の少ない材料として木材への注目が集まっている。丸太

杭や型枠用合板等の補強材として活用を進めている。民間による優れた技術を踏まえ、

これまで活用の少なかった治山ダムなどの構造物についても利用拡大に取組む。また、

ビルや商業施設など非住宅分野での活用に向け、県内でも加工工場等の施設の充実を

図ることが重要であり、工場新設等の相談・調整を行っていく。

【質問】県産木材の今後の利活用と加工工場の誘致について。

■2. 木質バイオマス発電と林業振興について

■4. 未来に向けた教育について

【産業労働部関係】要望.中小企業エネルギーコスト削減助成金は、４年度、５年度

ともに好評で、６年度４月に予定している同助成金も既に準備をしている企業も多

いと聞く。申請や報告などは地域の企業を知っている商工会や商工会議所が担っ

ているので、それぞれを信用する中で提出書類の更なる簡素化を検討して欲しい。

【観光部関係】要望.レスポンシブル・ツーリズム（責任ある観光）、訪れる人を含め

その土地の環境や文化などに責任を持ち、より良い観光地をみんなでつくっていこ

う、、、という考えが更に浸透するために、まずは地域の観光資源がもっと地域の

人たちに知られ愛されるべき。学校を含め地域への働きかけをして欲しい。

●その他の活動について（抜粋）

1月には郡下の町村長さんと5年度の課題や次年度

の取組などについてそれぞれ懇談しました。

1月14日 宮田村消防団の出初式に来賓出席

1月22日 上伊那総合技術新校再編実施計画懇話会

 傍聴、校地予定は上農高校の場所

1月27日 県政報告会（宮田村）を開催

2月1日2日 会派で国の次年度事業予算勉強会

2月 4日 ミニ集会(飯島町)

2月 8日 上伊那広域水道用水企業団定例会

2月 8日 未来ラボに参加。若者の可能性は無限!

2月18日 ミニ集会（箕輪町）

3月 2日 くらしふとカンファレンスにWEB参加、

 持続可能な地域づくりについて

3月12日 県立病院機構勉強会、コロナ後・働き方

 改革における県立病院について

3月21日 会派の福井視察研修：

 そば県福井・敦賀駅前

 開発など

3月27日 地方制度研究会：自治体情報システムの

 標準化・共通化などを学ぶ

4月 6日 山の遊び舎はらぺこの入園式

4月 8日 伊那養護学校入学式

4月10日 正副委員長会議

 　　・・・その他にもあちこちへ伺い、

 　　たくさんの方から様々なお話を頂き

 　　活動。感謝です!!

■委員会（産業観光企業委員会所属）での質問など

【回答①：内堀教育長】AIは、教職員の業務負担軽減に役立つと考える。

来年度は、AIを活用した「電子採点システム」を一部の県立高校へ試行導

入し検証する予定。公立小中学校では、専門家の知見により学校のDX化

の検証を進める。

【質問①】教職員の負担軽減のため、AI等をもっと積極的に

取り入れるべきでは?

【回答②：内堀教育長】学校は、違いを生かした協働

的な学びや活動ができる場所、子どもたちが生来

持っている学ぶ意欲や探究心に火を灯し続ける場所

であり、子どもたち自身が伸びようとする方向に向

けて全力で伴走し、支援することが必要。教員は、子

どもたちを信じること、信じ続けることが大切。長

野県教育が、どこまでも澄み渡った青空のように、

希望と感動に溢れ、多様な個人が誰一人取り残され

ることなく、それぞれの幸せや生きがいを実感し、地域や社会も豊かで持

続可能なものになっていく「個人と社会のウェルビーイング」を実現する

未来を、心から願う。

【質問②】予測不可能な未来に向けて、長

野県教育の今後について期待することは?

3月末で退任となる教育

長の想いを聞きました。

●5月12日(日) 中川村文化センター

●6月 9日(日) 南箕輪村民センター

両日ともに15:00～16:30 出入り自由、予約必要なし、お気軽にお越しください!

あとがき…… 2月にミニ集会を2回開催しました。お越し頂いた皆様、ありがと

うございました。それぞれ参加者は少数でしたが、誰でも気軽に来れる機会は、

続けて行きます。特に動員などもしませんし、集まった人たちでワイワイガヤガ

ヤできればと思っていますので、ご都合付きましたら是非、覗いてみてください!

●次回定例会の日程（予定）

●6月19日 : 団総会、予算・条例案勉強会など

●6月20日 : 本会議・開会

●6月25〜28日 : 一般質問

●7月1〜3日 : 委員会(総務企画警察委員会は4日も) 

●7月5日 : 本会議・閉会 ※土日祝日除く

［お知らせ］活動報告は
新聞折り込みを基本に
配布していますが、ご住
所など頂いている方に
は、年に一度、2月か3月
にまとめて郵送していま
す。もし、ご希望の方が
いらっしゃいましたら下
記枠外事務所までご連
絡をお願いします。

ミニ集会を開催します! 


